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講習会のご案内 
 

 

「果樹の剪定と病害虫防除」（ﾘﾝｺﾞ､ﾅｼ､ｻｸﾗﾝﾎﾞ他）  「園芸薬品と病害虫」 

と き  平成 21 年 2 月 22 日(日）               と き 平成 21 年 3 月 1 日（日） 

PM 1 : 30～3 : 30  定員 50 名                PM 1 :30～3 :30 定員 50 名 

講 師 緑の相談所 相談員 佐藤 吉光              講 師 住友化学園芸㈱ 研究開発部 

                             主任  杉崎 瞬次さん      

「楽しい家庭園芸」（草花と野菜のタネまきと育苗）         

と き 平成 21 年 3 月 15 日(日)                    ❀ お 知 ら せ ❀ 

PM 1 : 30～3 : 30  定員 50 名            講習会の募集は定員になり次第、締め切 

講 師 緑の相談所 相談員 芝山 一雄          らせていただきます。 

                            お申込みはお早めにお願いします。 

                                        （要予約）  

                                     電話 (０１６６) ６５－５５５３ 

 

     

展示会のご案内 
  

 

「神楽岡公園の四季写真展」出展：井原久夫        「温室の植物写真展」出展：道新文化ｾﾝﾀｰ写真教室 

   平成 21 年  2 月 3 日～28 日            平成 21 年 3 月 3 日～31 日    

 

 

                       ✿展示会の初日は準備のためご観覧は午後からになります。 

                       ✿４月から９月まで第２･第４月曜日は休館日です。    

                       ✿10 月以降、毎週月曜日は休館日（祝日の場合は翌日）です。 

特別講座！



  

２月の園芸作業 

 

1  鉢 花 類  
✿ シクラメンが傷んだ花茎、葉柄は摘み取り、日の当たる

15℃以下の涼しい場所に置きましょう。 

✿ ポインセチアは赤色等の花包はまだ着いて十分楽しめ

ますので低温と乾燥に注意しましょう。 

✿ エラチオールベゴニアは開花中です。日当たり良く

18℃以上を保ち、随時花柄摘みをして開花を補助しまし

ょう。                        

✿ カランコエは花が終わり休止期に入りますので、花柄

摘みをして、5～10℃で管理し水やりは控えましょう。 

✿ 乾燥させ休眠していたアマリリス、球根ベゴニア等は植

替え時期です。鉢から抜き取って古い土を落とし古根を

処分して新しい用土（赤玉土 4・腐葉土 4・火山礫 2）に、

アマリリスは球根の頭は 3 分の 1 程表面に出る浅植え

にします。 

  ２  観 葉 植 物 類 

✿ ゴールドクレストは葉枯れを起こしやすいため高温と乾

燥した場所は避け、水ぎれに注意しましょう。 

✿ 保温に努めて最低温度に注意し、水やりは鉢土が乾い

たら与え、過湿に注意しましょう。肥料は施しません。 

３  洋 ラ ン 類 

✿ シンビジウムの花は長持ちしますが 3 週間ぐらい楽し

んだら切花にし、新芽の生長を促しましょう。新芽は 1 バ

ルブあたり 1 個の芽にし、その後の出芽はとりましょう。  

✿ デンドロビウムの花は 1 か月ほど楽しめますが、咲き終

わった花柄は花茎の付け根で切り、直立している太いバ

ルブは切らないで残しておくこと。かん水を控え気味にし

て肥料は施さない。高芽になったのは温度の高い部屋に

置き、水を過剰に与えたことが原因のひとつです。     

✿ カトレアの冬咲き種は開花の最盛期です。開花する時

の状態は、生育活動を中止し、シースから出蕾しやがて

蕾が大きくなって咲きます。しかし、バルブに元気のなか

った場合花芽は出ません。この時期は肥料を吸わないの

で与えません。 

✿ コチョウランは花期が長く 2～3 か月咲き続けますが次

の開花の為に根元から早めに切り取って(開花後 50 日

位)切花で楽しむのがベストです。贈答用に作られた寄せ

植えは 3～4 月頃には、一株ずつ素焼鉢に植替えます。 

 

 

３月の園芸作業 

 

１  鉢 花 類  

✿ ゼラニウム、ベゴニア、コリウス、サフィニア等室内に親株

を保存してきたものは日に良く当て萌芽させましょう。新芽

が出たら、バーミキュライト等の用土に葉を 3～5 枚程つけ 2

～3 ㎝の深さに挿し木して新苗を育てましょう。 

✿ クンシランは花後も水やりを続け、徐々に薄い液肥を与え

ましょう。 

✿ シクラメンは開花後も水やりを続け、肥料も与え休眠させ

ず生育させましょう。 

✿ 花壇用草花の種まき時期です。ベゴニアは 2 月中～下

旬、サルビア 、 ペチュニア 、 インパチェンス 、 アゲラタムは 3 月

中旬 、 マリーゴルドは 4 月上旬がよいでしょう。 

 

 

２  観 葉 植 物・果 樹 類 

✿ 春のきざしとともにカイガラムシやハダニなどが発生しま

す。葉がベトベトしてきますので柔らかい布で拭き取り殺虫

剤をかけましょう。 

✿ リンゴ、ナシ、サクランボ、スモモ等の果樹の剪定時期で

す。目的は果実の着きを良くするばかりでなく、病害虫を防

ぎ、樹高を低く抑え、老化した枝を若い枝に更新する等必

要な作業です。なお、切口には病気を防ぐため「傷口癒合

剤」を塗ると良いでしょう。また、越冬した病害虫を防ぐため

剪定後に「石灰硫黄合剤」を噴霧器で木全体に散布しまし

ょう。 

３  洋 ラ ン 類 

✿ 植替えのシーズンです。まずは今月初旬～中旬にかけデ

ンドロビウム(ノビル系)、カトレア秋咲き、パフィオペディム属

と順に植替え、4 月下旬まで終われば良いでしょう。なおコ

チョウラン等の高温タイプは 4 月中旬～6 月までに植替えを

行うのが良いでしょう。 

✿ シンビジウムは新芽が成長期に入る直前の春に植替え、

株分けを行いましょう。 

✿ 洋ランのどの種も植替えは 2～3 年に 1 回の割合です。 

   新しく伸びる芽が生長し根元から出る根が鉢に入るスペー

スがない状態の鉢、水苔が古くなり弾力を失った（ぽろぽろ

になる）場合などはその都度植替えましょう。 

 

 

 



ネコヤナギ 

                          ヤナギ科  ヤナギ属 

 

 

 北海道から九州までの川辺や湿地に自生する落葉広葉樹で高さ約 3ｍの低木。 葉は互

生し、長さ７～１３ｃｍの長楕円形で先はとがり、基部は円形。ふちには細かい鋸歯がります。

革質で表面は深緑色、裏面は灰白色で白い絹毛が密生します。若葉は両面とも有毛。葉柄

は 0.5～２ｃｍで軟毛が多く。托葉は長さ６～10ｍｍの腎円形。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早春の葉が出る前に銀白色のやわらかい毛をまとって咲き、川面にゆれるネコヤナギ『春

が来た・・・』とささやきます。 

 まだ遠くの山には残雪が残っているうちから、ネコヤナギの芽は膨らみ始め、厚い赤褐色の

皮がはがれます。中からはふかふかとした銀白色の毛玉が出てきて、次第に大きくなってい

きます。これは花穂でその形が猫のしっぽに似ていることから、ネコヤナギという名がつきま

した。 

 ネコヤナギの花穂の先端はすべて北に向いています。これは花穂の南側だけが早春の日

差しを受けて、よく生長し、そり返った花穂になるためといわれています。これはネコヤナギが

雌雄異株のため、早春の受粉を効率よく行う知恵かもしれません。雄しべの葯（やく）は濃い

紅色です。この葯が開くと黄色い花粉を出します。雌花序は淡黄色。花は葉が出る前に開花

し、日本産のヤナギでは最も早く開花します。初夏には綿毛に包まれた種子を飛ばします。 



 観葉植物の管理 もうすぐ春！ 

まだまだ、寒い日がつづきます。 先ず温度管理（明け方の最低気温をチェック）  

観葉植物の多くは、熱帯地方がふるさと。そのため、寒さに弱いものが多く、冬の寒さ対策が最も大切で

す。それも日中でなく、一番冷え込む明け方です。 

人が生活する時間帯の室内は暖房もあり、植物にとっては十分暖かいのです。機密性が高まり、暖かい

今の住宅では、0℃以下に下がる場所は少ないと思います。マンションでは 10℃以下に下がることさえまれ

です。 

しかし、どんな管理をするかを知るために最高最低温度計を植物の近くに置いて、明け方の温度をチェッ

クしましょう。 

✿ 最低気温が 15℃以下の場合は施肥や植え替えをしない   

・ 冬の水やりや施肥は最低気温によって変える必要があります。 

・ 常に 18℃以上保てるようであれば、植え替えや株分けが可能、水やりと少肥料も必要です。 

・ 10～15℃のときは植え替え、施肥はせず乾いてからの水やりです。 

・ 10℃以下の場合は特に水やりは控え気味です。 

✿ 床暖房の表面温度は約 30℃。植物には高すぎるので直置きはしない   

・ 床暖房の部屋では、台の上に置いて鉢土の温度が上昇しないようにする。 

・ 乾燥して湿度が低下するのでシリンジ(霧吹き)を常時すると生育が良くなります。 

✿ 窓辺では、明け方の低温被害を受けることも   

・ 弱い光でも育つ観葉植物でも、それなりの光は必要です。しかし、窓辺に植物を置く場合、寒さに十

分注意しなければなりません。 

・ 戸外に接するガラス窓は冷却盤として働き、周辺の空気を激しく冷やします。 

・ 夜間は植物を窓の近くに置かないか、窓の内側に厚手のカーテンを垂らして冷気を防ぐと効果があ

ります。            主な観葉植物の耐寒温度 

15℃以上 アロカシア、フィトニア（シロアミメグサ）など 

10～15℃ ディフェンバキア、アンスリウム、ポトス、フィロデンドロン類など 

5～10℃ ドラセナ類の多く、フィカス類、シェフレラ、サンセベリア、モンステラ、ユッカなど 

 

展示室の植物たち（２３） 

シェフレラ・アルボリコラ ウコギ科シェフレラ属 

（和名 ヤドリフカノキ 流通名 シェフレラ 誤称 カポック） 

古くから、家庭に広く普及している観葉植物の代表種です。 

熱帯アジア、オーストラリア、ハワイに分布している常緑の低木又は小高木です。属

名は 19 世紀末にドイツの植物学者シェフラーの名にちなんでいます。俗に「カポック」

と呼ばれているが、これはパンヤ科のインドワタノキのことで、この種の呼称として使う

べきでないと言われています。最近は園芸品種が多く選抜され、たくさんの品種が流通しています。 

 


